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2015 年、南米大陸最高峰アコンカグアへの登頂の誘いと同時期に乳がんが見つか

りました。そこから七大陸最高峰の挑戦とがん治療を同時に続け、2023 年のエヴェ

レスト登頂をもって七大陸最高峰に全て登頂しました。その経験と、そこで得た知見

を、エヴェレスト登頂での体験を中心にお話しいたします。  
 

１）治療を続けながらセブンサミッターと

なるまで  
手術を延期して臨んだ初めての南米での

高所登山は、肺水腫により敗退しました。

帰国して手術を受け、その後、放射線治療

とホルモン治療による副作用に悩まされる

とは知らずに、病室からアフリカでの登山

の手配を始めました。退院し、キリマンジ

ャロ登頂成功後、リンパ浮腫に罹りました

が、南極のヴィンソン・マシフと北米のデ

ナリに続けて登りました。次に卵巣嚢腫が

見つかり、破裂の可能性を指摘されながら

もロシアのエルブルスに挑戦しました。 ホ
ルモン治療の副作用は全身的に現れ、その

つらさから何度もやめようと考えながら 
も治療を続け、2019 年のエヴェレスト敗退

からコロナウィルスの世界的流行が落ち着 
いた 2023 年の再挑戦で登頂成功を果たし、7 大陸最高峰全ての山頂に立つことがで

きました。  
 

２）両方続けた理由とは  
治療の不調は、高所登山に役立つという発見もありました。治療に専念したほうが

いいという声もありましたが、つらい治療には、もっときつい登山をすることで、つ

らい状態を忘れ、むしろ日々のありがたさに目を向けられるようになりました。 
これは私が体験した「がん治療」と「高所登山」の組み合わせに限ったことではな

いと考えています。世の中には多くの苦難や困難があります。そうしたことに直面し

た時は、何か他の大きなことに挑むきっかけにもなる。そう捉えることが、多くの人

の励みになるのではないかと考えています。 
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